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鳴志田町内会 第二分団 班長 薄 良和 さん
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「一般消防功労者

消防署長 表彰

表彰」伶和2年 1月 5日 )

鳴志田地域ケアプラザ
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鶴見川西岸清掃

十** 地域の美化にご協力を !!***
副会長 大曽根 孝一

令和元年 10月 27日 (日 )前 日に雨が降つてましたが、
当日は曇 りでしたが 50名余の自治会、町内会長及び地域

の皆様方の参加をいただき、遊歩道の空き缶・空き瓶などを拾いました。収集 した中には不

法投棄がありましたがごみの量は減少傾向に有 ります。これからも街の美化推進運動を継続

して行きたいと,思います。地域の皆様のご協力をお願い致 します。

おめでとうございます
=L・

/

「青葉まちの美化推進功労者の表彰」鈴和元年11月 20日 )

20年にわたり、町内の公園の清掃、花壇の植栽・管理を行い、地域の

美化向上に多大な貢献をしている。 として、たちばな台―丁目 たちばな台
第二 たちばな台第六公園愛護会会長の衛藤 清さんに、小出 重佳 区長
より表彰状が渡されました。

「永年勤続消防団員 表彰」鈴和2年 1月 5日 )

寺家町の歴史

寺家町は中世、鎌倉時代は「吾妻鏡」にあるように、当地は頼朝に従つた鴨志田一族の領地で

したが、畠山一族と共に倒れ、後に入つたのが、現在の大曽根,金子一族の先祖です。(中り

村は明治 4年都筑郡寺家村と称し、明治 21年中里村寺家となりました。

横浜市に編入されたのは昭和 14年で、平成 6年緑区からの分区により現在の

青薬区寺家町になりました。

戦後は村をあげての土地改良事業に取り込み、また、同時に美しいふるさと作りのため、

桜千本を植林し、 4月 の寺家は町中花ざかりとなりま丸

(参考資料 横浜市ホームページ「寺家の歴史より 最終更新日2019年 3月 11日 )


